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今回の講座の目的にについて
• 会計学はICT/AIと融合して新しい社会システムの基盤になる

• 一般市民の立場から
• 相次ぐ不祥事 ⇒ けしからん！ 対策は？

• 電力・ガス・通信のどこと契約するといいの？

• 企業の立場から
• SDGsにともなう説明責任

• しかし，廃棄物をどう説明する？

• エネルギーの効率化をどう実現する？

• 学術研究の立場から
• 社会システムの計測と制御の問題

• 計測装置を作る必要性

• 社会実装にむけての学問横断的な研究の必要性



複雑なシステムを実装すること



社会技術システムにおける意思決定の姿
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これからの会計の役割
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